
｢改正個人情報保護法｣から、個人情報のビッグデータ化が本格化する

配
慮
個
人
情
報
」
と
は
、
個
人
の
犯
罪
歴
や

病
歴
、
社
会
的
地
位
な
ど
の
情
報
で
、
そ
の

個
人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
や
偏
見
な
ど
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
取
り
扱
い
に
特
に
配
慮

が
必
要
な
情
報
で
す
。
管
理
を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、
一
般
的
に
は

使
え
な
い
情
報
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。「
個
人

情
報
」
は
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
で
、
例
え

ば
、
名
簿
の
作
成
な
ど
、
本
人
の
同
意
が
あ

れ
ば
使
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
し
て
「
匿

名
加
工
情
報
」
は
、
個
人
情
報
に
個
人
を
特

定
で
き
な
い
加
工
を
施
し
た
も
の
で
、
積
極

的
に
利
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
○
○
さ
ん
、
45
歳
、
男
性
、
住
所
は
東

京
都
練
馬
区
石
神
井
町
○-

○
、
勤
務
先
は
東

京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
○-

○
、
と
い
う

個
人
情
報
を
、
個
人
名
な
し
、
40
代
、
男
性
、

練
馬
区
に
在
住
、
千
代
田
区
に
通
勤
、
と
加

工
す
れ
ば
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
第
三

者
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
商
品
開
発
な
ど
に
幅
広
く
利
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」
も
し
っ
か
り

と
「
匿
名
加
工
情
報
」
に
す
る
こ
と
で
利
活

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

病
歴
の
情
報
は
重
要
な
医
療
情
報
に
な
り
ま

す
。
2
0
1
6
年
1
月
に
、
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
人
の
デ
ー
タ
は
国
で
ひ
と
つ
に
ま
と
め

て
集
計
、
分
析
、
管
理
す
る
「
全
国
が
ん
登

録
」
と
い
う
制
度
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
も
匿
名
化
す
る
こ
と
で
、

治
療
や
生
活
改
善
指
導
な
ど
に
利
活
用
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

従
来
は
使
っ
て
良
い
の
か
ダ
メ
な
の
か
曖
昧

だ
っ
た
個
人
情
報
を
、
し
っ
か
り
と
分
け
て

定
義
し
た
こ
と
で
、
個
人
情
報
保
護
が
強
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
が
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

2
つ
目
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
個
人
情
報

保
護
委
員
会
を
新
設
し
た
こ
と
で
す
。
従
来

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を
規
律
す
る
機

関
と
し
て
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
同
委
員
会
を
改
組
し
た
個
人

情
報
保
護
委
員
会
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

め
、
個
人
情
報
一
般
を
規
律
し
ま
す
。
例
え

ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
匿
名
加
工
情
報
」
の

加
工
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
こ
の
個
人
情
報

保
護
委
員
会
が
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

専
門
機
関
が
新
設
さ
れ
た
背
景
に
は
、
個
人

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
の

目
玉
は「
匿
名
加
工
情
報
」

5
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護

法
案
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
3
つ
あ
り
ま

す
。
1
つ
目
は
、
利
活
用
の
観
点
か
ら
個
人

情
報
の
定
義
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
2
0
0
5
年
に
初
め
て
個
人

情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま

で
の
約
10
年
間
の
運
用
の
中
で
、
過
剰
反
応

と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
個
人
情
報
は
ま
っ
た
く
使
っ
て
は

い
け
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
、
町
内
会
や
学
校

の
O
B
会
な
ど
の
名
簿
も
つ
く
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情

報
保
護
法
に
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

権
利
を
守
る
と
い
う
側
面
と
、
ル
ー
ル
に

則
っ
て
個
人
情
報
を
使
え
ば
問
題
な
い
、
と

い
う
側
面
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
使
っ
て
も

良
い
と
い
う
側
面
が
一
般
に
は
浸
透
し
な

か
っ
た
た
め
、
今
回
の
改
正
で
、
そ
こ
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
従

来
は
一
律
に
個
人
情
報
と
し
て
い
た
も
の
を
、

「
要
配
慮
個
人
情
報
」、「
個
人
情
報
」、「
匿
名

加
工
情
報
」
の
3
つ
に
分
け
た
の
で
す
。「
要

2017年5月、改正個人情報保護法が全面施行されました。個人情報をビッグデータ化し、
利活用が進められるといわれていて、不安を覚える人も多いかもしれません。
改正の意図と内容とはどういったものなのか、あらためて検証してみましょう。
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明治大学　法学部教授
【研究分野】法情報学、サイバー法、外国法（英米法）
【研究テーマ】情報技術の発達がアメリカ法に与える影響、情報通信技術の進歩が法制度に与える影響の日米比

較研究、民主主義とメディアに関する比較法的考察、プライバシー・個人情報保護の比較法的考察
【主な著書・論文】
「インターネット上の私的事実公表型プライバシー侵害とアメリカ合衆国憲法修正第1条」（『法律論叢』89巻6号・

2017年）
「米国のネットワーク中立原則と連邦憲法修正第1条」（別冊NBL153号・2015年）
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「品位に欠ける表現とインターネット」（『別冊ジュリスト・アメリカ法判例百選』213号・2012年）
「パブリシティ権とアメリカ合衆国憲法修正第一条」（『法律論叢』84巻2･3合併号・2012年）
『ITビジネス法入門』（共著・TAC出版・2010年）ほか多数

佐々木 秀智  Hidetomo Sasaki

1．個人情報保護委員会の新設
個人情報取扱事業者に対する監督権限を各分野の主務大臣
から委員会に一元化。

2．個人情報の定義の明確化
①利活用に資するグレーゾーン解消のため、個人情報の定義
に身体的特徴等が対象となることを明確化。

②要配慮個人情報（本人の人種、信条、病歴など本人に対
する不当な差別又は偏見が生じる可能性のある個人情報）
の取得については、原則として本人同意を得ることを義務化。

3．個人情報の有用性を確保（利活用）するための整備
匿名加工情報（特定の個人を識別することができないように個
人情報を加工した情報）の利活用の規定を新設。

4．いわゆる名簿屋対策
①個人データの第三者提供に係る確認記録作成等を義務化。
（第三者から個人データの提供を受ける際、提供者の氏名、
個人データの取得経緯を確認した上、その内容の記録を
作成し、一定期間保存することを義務付け、第三者に個人

データを提供した際も、提供年月日や提供先の氏名等の
記録を作成・保存することを義務付ける。）

②個人情報データベース等を不正な利益を図る目的で第三
者に提供し、又は盗用する行為を「個人情報データベース
等不正提供罪」として処罰の対象とする。

5．その他
①取り扱う個人情報の数が5000以下である事業者を規制の
対象外とする制度を廃止。

②オプトアウト（※）規定を利用する個人情報取扱事業者は
所要事項を委員会に届け出ることを義務化し、委員会は
その内容を公表。（※本人の求めに応じて当該本人が識別
される個人データの第三者への提供を停止する場合、本
人の同意を得ることなく第三者に個人データを提供するこ
とができる。）

③外国にある第三者への個人データの提供の制限、個人情
報保護法の国外適用、個人情報保護委員会による外国
執行当局への情報提供に係る規定を新設。

個人情報保護委員会『個人情報保護法の基本（説明会資料）』4頁を加工
〈 https://www.ppc.go.jp/fi les/pdf/28_setsumeikai_siryou.pdf 〉

改正個人情報保護法のポイント
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｢改正個人情報保護法｣から、個人情報のビッグデータ化が本格化する

情
報
保
護
に
関
し
て
専
門
の
機
関
が
必
要
だ

と
す
る
国
際
的
な
世
論
が
あ
り
ま
す
。
日
本

に
対
し
て
も
、
第
三
者
機
関
を
つ
く
る
よ
う

に
と
の
要
請
が
E
U
な
ど
か
ら
あ
り
、
そ
れ

に
応
え
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

3
つ
目
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
て
き

ま
す
。
い
ま
日
本
は
、
A
P
E
C
（
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
）
な
ど
の
国
際
的
な
枠
組

み
の
中
で
、
個
人
情
報
保
護
の
共
通
ル
ー
ル

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
世
界

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
多
国
籍
企
業
が

活
動
す
る
現
代
で
は
、
個
人
情
報
も
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
越
境
し
ま
す
。
国
内
だ
け
で
は
個

人
情
報
の
保
護
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
際
的
な

ル
ー
ル
づ
く
り
に
お
い
て
、
日
本
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
国

際
的
世
論
や
潮
流
を
見
据
え
た
改
正
が
必
要

だ
っ
た
の
で
す
。

正
し
い
運
用
の
た
め
に
は
、

地
方
自
治
体
や
企
業
の

体
制
づ
く
り
が
必
要

こ
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
を
保
護
、
利
活

用
す
る
法
律
は
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
れ
を
正
し
く
運
用
し
て
い
く
た
め

の
体
制
づ
く
り
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
特
に
、
多
く
の

個
人
情
報
を
持
っ
て

い
る
の
が
地
方
自
治

体
で
す
が
、
自
治
体

に
よ
っ
て
そ
の
情
報

管
理
に
か
な
り
の
温

度
差
が
あ
り
ま
す
。

意
識
の
高
い
自
治
体

は
、
情
報
管
理
の
た

め
の
職
員
研
修
を

行
っ
た
り
、
組
織
の

体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
が
、
意
識
の
低

い
自
治
体
で
は
、
職

員
の
意
識
も
低
く
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
か
ら
情
報
が
漏
れ
る
と
、
漏
れ
て
い
る

こ
と
自
体
の
発
覚
も
遅
れ
、
個
人
情
報
が
と

ら
れ
ま
く
り
と
い
う
こ
と
も
実
際
に
起
き
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化

し
て
も
、
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
漏
れ
る
情
報
を
1
0
0
、
2
0
0

と
拡
大
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
50
で
と
ど
め

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
体
制
が
求
め
ら
れ
る
の

で
す
。
意
識
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ

専
門
家
に
任
せ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
研
修
や
教
育
を
行
い
、
意
識
を
高

め
、
非
常
時
に
は
迅
速
な
対
応
を
と
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
は
、
地

方
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
顧
客
デ
ー
タ
な
ど

を
持
っ
て
い
る
企
業
も
同
じ
で
す
。
従
来
は
、

個
人
情
報
を
5
0
0
0
以
上
持
っ
て
い
る
企

業
が
情
報
保
護
の
対
象
で
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
、
5
0
0
0
未
満
で
あ
っ
て
も
対
象

と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
個

人
情
報
保
護
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
中
小
の
企
業
な
ど
に
対
し
て
は
、
個

人
情
報
保
護
委
員
会
が
セ
ミ
ナ
ー
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
問
い
合
わ

せ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
方
自
治
体
は
、
個
人
情
報
保

護
に
関
し
て
独
自
の
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
条
例
は
全
国
に
約
2
0
0
0
あ
る

こ
と
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
が
ば
ら
ば
ら
と

な
る
、
個
人
情
報
保
護
の
2
0
0
0
個
問
題

と
い
わ
れ
る
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
自
然
災
害
が
あ
っ
た
地
方
自
治
体
で
、

個
人
情
報
保
護
条
例
を
理
由
に
行
方
不
明
者

の
氏
名
を
公
表
し
な
か
っ
た
た
め
、
救
助
作

業
の
現
場
が
混
乱
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、
病
院

が
被
害
に
遭
っ
て
カ
ル
テ
な
ど
も
流
さ
れ
た

た
め
、
患
者
さ
ん
は
国
民
健
康
保
険
の
診
療

報
酬
明
細
の
記
録
を
元
に
薬
を
出
し
て
も
ら

う
な
ど
試
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
個
人
情
報

保
護
を
理
由
に
情
報
を
出
さ
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
同
じ
く
、
仮
設
住
宅
を
建
て

る
見
積
も
り
も
、
個
人
情
報
は
利
用
で
き
な

い
と
、
ど
ん
ぶ
り
計
算
で
出
し
た
と
こ
ろ
、

仮
設
住
宅
が
大
幅
に
余
っ
た
り
、
不
足
す
る

自
治
体
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題

は
、
地
方
自
治
の
制
度
に
も
関
わ
る
の
で
、

一
概
に
個
人
情
報
保
護
法
で
一
本
化
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
自
治
体
は
自
主
的
に
職
員
の
方
々
の
研

修
や
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
個
人
情
報
保
護

法
で
は
、
市
民
の
生
命
や
身
体
、
財
産
を
維

持
す
る
た
め
に
は
個
人
情
報
は
使
っ
て
良
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
図
が
わ

か
っ
て
い
れ
ば
、
先
の
例
の
よ
う
な
場
合
、

条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
ど
ち
ら

を
優
先
す
る
べ
き
か
は
判
断
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ケ
ー
ス
ご
と
に
、
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
国
と
か
省
庁
な
り
が
つ
く
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
地
方
自

治
の
自
主
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
民
や
消
費
者
の
不
信
感
を

払
拭
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

改
正
個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
情
報
保

護
を
強
化
し
た
面
と
、
利
活
用
を
促
進
す
る

面
が
あ
り
ま
す
。
利
活
用
に
関
し
て
は
「
匿

名
加
工
情
報
」
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
法
律
に
則
っ
た
手
続
き
に
よ
っ
て
利
活
用

さ
れ
て
い
れ
ば
、
個
人
の
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
と
い
う
心
配
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
し
て
も
、
個
人
情
報
が

漏
れ
る
被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
自
治

体
や
企
業
に
と
っ
て
は
、
被
害
を
最
小
に
抑

え
る
た
め
に
も
、
危
機
管
理
の
体
制
づ
く
り

や
、
担
当
者
の
教
育
に
注
力
す
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
企
業
な
ど
は
、
顧

客
か
ら
個
人
情
報
を
取
得
す
る
際
、
そ
の
管

理
や
利
活
用
に
関
す
る
説
明
、
ま
た
、
注
意

書
き
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
市
民
や
消
費
者
の
不
信
感
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
個
人
情
報
保
護
の

過
剰
反
応
を
払
拭
し
、
個
人
情
報
の
正
し
い

利
活
用
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
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